
1
現状のビジネス環境・ビジネスプロセスを把握し、漏れなく正確にステークホルダーのニーズを理解
することができる

□Yes    □ No

2 経営課題・業務課題を論理的・多⾓的に分析し、ステークホルダーへ説明することができる □Yes    □ No

3 ビジネス部⾨の要求に対してその妥当性を検証することができる □Yes    □ No

4
衝突する部⾨間のビジネスニーズに対して、何が経営課題の解決に最適かを考え、合意形成をするこ
とができる

□Yes    □ No

5
ビジネスプロセスのうち、「標準化すべき」領域と、「⾃社の特異性・独⾃性を発揮すべき」領域を
論理的・客観的に分析・仕分けすることができる

□Yes    □ No

1 最新技術を常に把握している、もしくは把握するための情報収集・分析を実施することができる □Yes    □ No

2 既存の⾃社システムを使い続けることのメリット・デメリットを整理することができる □Yes    □ No

3 ビジネスニーズを満たすための、ITロードマップ(時間軸・ソリューション軸を描くことができる □Yes    □ No

4
IT導⼊の具体的な施策を設定し、ソリューションの定義と定義したソリューションの技術的検証を実施する
ことができる

□Yes    □ No

5 導⼊時のみならず、ITの全体運⽤ライフサイクルを俯瞰したソリューションの定義を実施することができる □Yes    □ No

1
各フェーズにおいて、体系化した⽅法論(例:PMBOK)を習得しており、それを発揮した管理を実施す
ることができる。

□Yes    □ No

2 ⽅法論を展開するための管理ツールの実装または実装指⽰を実施することができる □Yes    □ No

3
社外リソース(SIerなど)に対する管理経験があり、ベンダーロックインにおけるリスクを回避するこ
とができる

□Yes    □ No

4
ITプロジェクトの計画・管理を複数経験しており、プロジェクトが陥りがちなトラブルケース(前述
など)を予測し、対処法の考案・指⽰ができる

□Yes    □ No

5
複数プロジェクトが並⾏して推進されている場合、プロジェクト間で⽣じる利害について、調整・合
意形成ができる

□Yes    □ No

⾃社状況チェックリスト

ご⾃⾝が担当するプロジェクトにおいて前述した３つの領域毎に、⾃社の⼒量がどのような状況かを把握し、各分野でITコンサルタ
ントの必要性を検討します。

 ビジネスアナリシス

 ITソリューション

 プロジェクトマネジメント


